
1. はじめに
　William Jamesは、米国心理学の父とも呼ばれる
著名な心理学者である（Crick & Koch, 1992）。彼
は1884年、Mind誌に、“What is an emotion?”（訳
題:感情とは何か?）というタイトルの論文を発表した
（James, 1884）。この論文の中には、感情心理学
の歴史上、とても有名な一節である“We feel sorry 
because we cry.”（泣くから悲しい）などが記載され
ており、彼自身の独自の感情の理論が提唱されてい
る。感情心理学の歴史という文脈の中で言えば、ここ
で提唱された彼の感情理論は、20世紀の感情研究
全体の流れに影響を与えた（Lang, 1994）とされてお
り、それほどまでに影響力の大きかった彼の感情の理
論は、James-Lange説と呼ばれることも多い。この学
説の名称に含まれるLangeとは、デンマークの医師で
あったCarl Langeの名前に由来している。彼ら二人の
姓を、このように並べて学説の名称とするのは、Lange
も1885年に、Jamesの学説に類似した感情理論を提
唱しており（Lange, 1885/1967）、当時の研究者たち
からは、JamesとLangeが、同様の考え方を持つ者同
士であるとみなされたためであったようである。彼らの
情動学説に共通している特徴として、感情の主観的な
体験の違いが、内臓や随意筋などの末梢身体器官か
ら脳に至るフィードバックの差異に基づいていると考
える点にあり、この学説では、さまざまな感情の主観的
体験の種類に応じて、多様な生理的反応のパターン

が存在することを前提として、末梢の生理的な諸反応
が、主観的体験に先行して生じると考える（American 
Psychological Association, 2007）。
　本論の中では、Jamesの感情説の最初のバージョ
ンである1884年の論文（James, 1884）を取り上げ、
「泣くから悲しい」、「逃げるから怖い」といった、われ
われの常識を逆転させたような考え方を、William 
Jamesは、いったいどのような経緯から考案したのかに
ついて、1884年の論文と、その他の関連文献の内容に
基づいて、推論を試みたい。

２. James-Lange説の概要
　Jamesの初期の学説について議論する前に、すでに
ご存知の読者も多いとは思うが、James-Lange説の
内容について、その概要を紹介しておきたい。James-
Lange説とは、別名、「感情の末梢説」、あるいは「感情
の末梢起源説」などとも呼ばれ、感情体験が成立す
る上で、末梢の身体反応の役割を重視する学説であ
る（大平, 2021; 佐藤, 2005）。米国の著名な心理学
の教科書（Nolen-Hoeksema, Fredrickson, Loftus, 
& Lutz, 2014）では、この説について、次のように説明
している。「感情に関する古典的な理論であって、その
名称は、この学説をそれぞれ別個に提唱した２人の人
物の名前に由来している。この学説によれば、刺激に
よって、最初に身体反応が引き起こされ、次いで、これ
らの身体反応を知覚することによって感情の体験が生
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じる。」（p. 649）
　刺激の知覚から、身体反応が生起することを経て、
感情の主観的体験が生じるメカニズムについて、図１
に示す。この考え方に従えば、情動が生じたときと類似
した状態に身体を活性化することで、ある種の感情体
験を、ある程度まで随意的に体験できるとも考えられる
（佐藤, 2002; 山折, 1979）。
　James-Lange説の内容について知るための資料と
しては、Jamesの自身の著作として、彼の感情説の最
初の論文（1884）と、彼の著作「心理学原論」（James, 
1890, “The Principles of Psychology”）の第25
章、および「心理学」（James, 1892, “Psychology”）
の第24章の他に、Wundtなどによる批判に応えた論文
（James, 1894, “Discussion: The physical basis 
of emotion”）を挙げることができる。さらに、Lange

の学説については、Langeによるデンマーク語の論文
“Om Sindsbevaegelser”（訳題：感情について）、また
はその英訳（Lange, 1885/1967）を参照することがで
きる。
　本論では、Jamesの学説の成立過程についての考
察を行うため、Jamesの1884年の論文に基づいて議
論を進めることとする。

３. Jamesが感情学説を提唱するに至った経緯
　Jamesが、このように一見奇抜な感情学説を提唱
するに至った経緯として、その学術的な問題意識が、
彼の1884年の論文の冒頭の段落に記載されている。
これを要約すると、この論文が発表されるまでに、生
理学者たちが精力的に研究を行い、脳機能の認知と
随意運動の側面が明らかにされてきたものの、感情に
関連する側面に関しては、ほとんど明らかにされてい
ない、といった内容である。つまり、Jamesの感情学説
が発表された1884年の時点で、脳の生理学的知見に
基づいた感情理論は、ほとんどなく、そのこともあって、
Jamesがこれに先鞭をつけることとなったのだろう。彼
が感情学説を発表したのは、それまでの脳生理学的
な知見に基づいて、われわれの意識現象の一領域とし
ての主観的な感情体験が生起するメカニズムを説明
しようと試みたと考えられる。
　ここで、Jamesが感情学説を最初に発表した当時
に明らかにされていた脳科学の知見について、代表的
なものを紹介しておきたい。1884年当時までに明らか
にされた脳生理学の知見としては、例えば、1861年の
Paul Brocaによる運動性言語中枢の発見や、1874年
のCarl Wernickeによる感覚性言語中枢の発見があ
り、さらには、1870年に、FritschとHitzigにより大脳新
皮質の一次運動野が発見されていた。それに加えて、
Jamesの論文（1884）の冒頭には、「ここ数年の間、脳
機能の研究を精力的に行ってきた生理学研究者た
ちの取組みは、認知や随意運動の機能を説明するこ
とだけに限定されていた。」（p. 188）という一文があ
り、1884年の論文中の同じ段落に出てくるFerrierや
Munkといった当時の研究者たちが、1880年代前半
までに脳機能の研究を精力的に行っていたことが伺
われる。
　そして、1884年の論文中、２つ目の段落（p. 188）に
おいて、Jamesは次のような２つの選択肢を挙げて、
問題提起を行っている。（1）「感情の機能だけに特殊
化された中枢があって、脳の（感情の）座となってい

図１  Jamesの情動学説における情動体験の成立過程
［佐藤（2002）より転載］

  図中に示した数字の順序で情動の過程が進行する。
①視覚や聴覚などの感覚器官を介して、大脳の感覚
野が情動刺激を受容する。例えば、恐怖の情動を喚
起する刺激としては、一人で林の中を歩いていたら、突
然、大きなクマに遭遇した、というような状況が考えら
れる。②この刺激を受けた感覚野から、運動野を経由
して、内臓や骨格筋などの身体器官で情動に関連し
た反応が生じる。先の例では、クマの近くから、大急ぎ
で走って逃げ出す、といった運動反応がありうる。③こ
の身体反応が大脳によって知覚されることによって、
④人間の主観的な体験に情動的な性質が付与され
る。つまり、Jamesの説に従えば、クマに出会ったとき、
「クマが怖いから逃げる」のではなく、「クマから逃げる
から怖いと感じる」のである。
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る」、または（2）「すでに機能が特定されている運動ま
たは感覚の中枢で生じる神経活動に対応しているの
か、または、いまだに機能が特定されていない、どこか
別な領域の神経活動に対応している」の２つのうちの
いずれかが正しいとしており、James自身は、後者が真
実に近いだろうと述べている。つまり、Jamesは、脳の
中に、特定の感情中枢を仮定することなく、すでに明ら
かにされてきた脳への情報入力としての感覚情報処
理過程と、脳からの情報出力としての運動情報処理過
程という２種類の神経活動によって、感情体験に関わ
る脳機構を明らかにしようと試みたようだ。Jamesが
述べている「脳の図式（a brain-schema）」、すなわち、
脳における基本ルールとは、感覚と運動という情報の
入出力に関わる２つの要素から、脳の機能が構成さ
れていることを意味していると思われる。だとすれば、
Jamesは、情報の入出力装置であるという比較的単
純な枠組みで、脳を理解しようとしていたのかもしれな
い。
　実は、脳の感覚情報処理の観点から感情体験を
説明しようとする考え方は、19世紀に限ってみても、
Jamesが最初ではないようだ。例えば、Ferrier（1876）
の著書には次のような記述がある。「内臓感覚と大脳
の中枢とが（中略）喜びや苦痛の感情を生起させる基
盤、ないし共通の背景になっていると思われる。」（p. 
261） 
　このような記述が1884年以前に認められるというこ
とは、つまり、Jamesに先立って、19世紀の脳科学の
研究者の中にも、感情体験と内臓機能との関連を想
定する考え方がすでにあったことを示唆しており、この
点については、Jamesの独創的な発案ではなかったと
言えるかもしれない。Jamesは、この1884年の論文の
中で、Ferrierの名前をMunkとともに挙げており、おそ
らくJamesは、同じ英語圏で同時代の生理学者であっ
たFerrierの著作を読んでおり、こうした考え方を知っ
ていた可能性が高いと思われる。さらに、Jamesは、
1880年の著作においても、Ferrierの著書（1876）を引
用しているし、その後の著書（James, 1890）の中で、
MunkによるFerrier（1876）への批判を取り上げてい
る。

４. Jamesが末梢身体反応の知覚を重視した背景
　上述したような当時の脳科学の状況の中で、James
自身はどのようにして、彼の独自の感情理論を構築し
ようとしたのだろうか。Jamesは論文の前半で、「ここで

の考察の対象としたいのは、顕著な身体表出を伴う感
情のみである」（p. 189）と明言している。すべての感情
現象を説明しようとするのではなく、身体表出を伴うも
のに限定したのである。そして、こうした身体表出を伴
う感情を、「一般的感情」（the standard emotions, 
p. 189）と呼んで、その他の感情と区別した2）。確かに、
Jamesが1884年の論文の中で例示した「泣くから悲
しい」にしても、「震えるから怖い」にしても、泣いたり、
震えたりといった、はっきりとした身体の反応を伴って
いる。
　この感情の区分をした後に、彼の感情学説の特徴
を表す次の一文が述べられる。「身体的変化が生じる
のは、興奮性の作用を持つ事象を知覚した直後であ
り、このときに生じた身体的変化をそのままに感じるこ
とこそが、感情なのである。」（pp. 189-190）　
　これに続いて、常識的な考え方の順序を逆転させて、
「泣くから悲しい、殴るから怒る、震えるから怖い」（p. 
190）といった、身体的に変化を知覚した後に感情の
体験が生じる具体例を述べている。脳を情報の入出
力装置とみなす彼の「脳の図式」に基づいて、恐れや怒
りといった感情体験が、感情に特異的に関与する脳の
「感情の座」を想定することなく、刺激を知覚した後に
脳から末梢器官へ発せられる情報出力と、末梢器官
で生じた変化に基づいた脳への情報入力という２つ
の要素から説明を試みたのであろう。このときの末梢
器官の働きを脳から見た場合に、Jamesの言葉を借り
れば、反響板（sounding board, p. 191）のような役
割を果たしている可能性もあり、脳自身の興奮状態が
末梢器官に反映され、それを脳があらためて受容する
ことによって、感情体験が生じると考えている。別な言
い方をすれば、Jamesの学説においては、この身体反
応の知覚こそが、感情体験が生じる必須要件なのであ
る（Ellsworth, 1994）。
　それでは、Jamesはなぜ、身体反応の知覚という点
にこだわったのだろうか。Jamesは、1884年の論文中
の脚注（p. 198）において、いかにして身体的変化を
感じることができるかという点に関連して、彼自身の
1880年の論文を紹介している。この1880年の論文に
関して、筆者は、Jamsが身体反応の知覚、特に、骨格
筋からの求心性作用に強くこだわった理由を探る上
で、重要な手がかりになると考えている。
　その論文のタイトルは、「力を感じること」（The 
feeling of effort）であり、単独で刊行されたモノグラ
フである。この論文の中では、タイトルに関連して、わ

− 3 −

3佐 藤 俊 彦 　感情神経科学と感情心理学の先駆としてのJames-Lange説（１）



れわれが自分の腕や脚に入れている力の感覚（sense 
of effort）がどのようにして生じるかというメカニズム
を論じている（図２）。この論文の出版当時は、James
はハーバード大学医学部の助教授であった。30代後
半であった彼が、この1880年の論文の中で、Bain、
Hughlings Jackson、Wilhelm Wundtといった、当
時すでに著名であったと思われる生理学者や心理学
者を相手に反論を展開している。ここでの議論を簡潔
にまとめると、力が入っているという感覚は、どのよう
なメカニズムによって生じるのかという議論であって、
James（1880）によれば、Johannes Müller以後の研
究者たちは、Müllerの影響を受けて、脳から筋などに
向かう遠心性（efferent）の神経活動によって、われわ
れの力の感覚が生じると考えていたとのことである。こ
のような遠心性神経によって力の感覚が生じるとした
学説に対して、Jamesは真っ向から反論し、「筋の力の
感覚は、筋の収縮、靭帯の伸展、関節の屈曲、胸郭の
動きを止めること、声門を閉じること、眉をひそめるこ
と、歯を食いしばることなどに由来する求心性の感覚
が合成されることによって生じる」（p. 4）と主張して、

求心性（afferent）の神経活動に基づいて、力の感覚
が生じることを説明した。
　上述したような骨格筋から脳への求心性作用に基
づいて、力の感覚を生じることを主張していたJames
が、その延長として、感情に関連して生じた、骨格筋を
含む末梢器官から脳への求心性作用に基づいて、感
情体験が生じると着想した可能性があるのではないだ
ろうか。これは筆者の推測の域を出ないものの、Myers
（1969）も，このJames（1880）の主張と，Jamesの感
情説とを関連づけて議論しており，十分に考えられるこ
とだろうと思う。
　そして、ここで興味深いのは、Jamesが、腕や脚の筋
肉だけでなく、呼吸に関連した筋肉にも言及している
点である。呼吸筋は、厳密にいえば、随意性の骨格筋
である（荒田, 2019）一方で、この1880年の論文の中
で、感情の身体反応にも関わる呼吸筋に着目していた
ことは、その後、彼が循環器系活動などの自律神経系
機能や、涙腺などの外分泌腺の機能など、感情の身体
表出に関連した、骨格筋以外のさまざまな器官の活動
にも着目する契機となったかもしれない。

５. 当時の脳科学の知見と緻密な内観との融合
　このJamesの感情説については、Jamesによる意
識の内面に対する詳細な観察、すなわち内観によっ
て特徴づけられると考えた研究者もいた（Titchener, 
1914）。実際、1884年の感情説の論文の中では、
Jamesは次のように述べて、われわれの内面で生じ
たことを観察するよう求めている。「強い感情が生じ
たときのことを想像し、その感情を特徴づけている身
体的変化をすべて、意識から取り除いたら、そこには
もはや、感情としての特徴を構成する「心の要素」と
呼べるようなものが残っていないことがわかるだろう。」
（P.193）
　Jamesはさらに、その他にも例を挙げて、心配ごとが
あるときや、人前で恥ずかしい思いをしたときの身体反
応について、詳細な観察結果を述べている。Jamesの
感情説の独自性ないし独創性は、Titchener（1914）
の指摘とも関連して、脳科学の知見の上に積み上げた
緻密な内観にこそあったのかもしれない。
　以上の議論をまとめると、Jamesの感情説は、感覚
および運動に関連した脳機能や、末梢身体器官から
脳へと向かう求心性神経といった当時明らかにされ
ていた科学的知見に基づき、なおかつ、彼自身の内観
による検証を経て洗練されたものであったと考えられ

図２　William Jamesのモノグラフ“The feeling of 
effort”（James, 1880）の表紙
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る。Jamesは、心理学者であるだけでなく、科学者であ
り、生理学者でもあったので（Richardson, 2006）、
心理と生理の両面にわたる知見を統合した精緻な理
論化が可能であったのだろう。Jamesはまさに、心理
と生理の両面から優れた考察を行った感情神経科学
（affective neuroscience）のパイオニアであったの
だろうし、彼の感情説は、後年に強い批判を受けるも
のの、その後の感情研究に大きな影響を与える先駆け
の存在であったと言えるだろう。

６. Jamesの感情説への批判とその後の感情の
　 脳研究の展開
　Jamesの感情説は、発表当時の脳科学の知見に
基づいて構成された学説であったものの、その後の
脳科学の進歩の中で得られた知見の中には、James
の感情説の土台を揺るがすものも含まれていた。
Jamesの感情説に明らかな誤りがあるとされたのは、
主として、Jamesの学説では、感情に特異的に関与
する脳の中枢の存在を仮定しなかったことに関連し
ている。感情に関わる脳機構についての研究の代表
的なものとしては、視床を重視した考え方であった、
いわゆるCannon-Bard説（Bard, 1934; Cannon, 
1927, 1929, 1931）や、その他の視床を重視した学説
（Dana, 1921）、Papez（1937）による学説、MacLean
（1949,1952）の大脳辺縁系仮説、Oldsらの脳の
「快中枢」ないし報酬系に関する研究（Olds, 1958; 
Olds & Milner, 1954）、さらに、LeDouxらの扁桃体
の研究（LeDoux, 1996, 2000; LeDoux & Phelps, 
2000）は、いずれも脳の中に「感情の座」が存在するこ
とを示唆するものであった。1920年代以後に、これら
の学説が相次いで現れたことは、脳科学の歴史の中
で、DanaやCannon、およびBardの研究以後、脳生理
学における感情研究の中心は、脳の中の「感情の座」、
すなわち、感情中枢を求める探索へと移行したことを
強く示している。このような感情中枢を求める考え方に
先駆けて提唱されたJamesやLangeの感情説は、「脳
に感情の座はあるか」という脳科学の重要な問題を
提起し、感情の脳科学が本格的に幕を開ける契機に
なったとも考えられる3）。

７. 感情と末梢からの求心性作用との関連
　ここで注意すべきことは、脳に「感情の座」があるか
らといって、末梢の求心性作用の影響を否定する理由
にはならないという点である。確かに、感情に関連した

身体反応や主観的な体験を最初に作り出すのは、脳
の感情中枢であるかもしれない。しかしながら、その感
情体験がどれだけ強いものになるのか、また、どれだけ
長く持続するのかという点に関しては、末梢器官から
の求心性作用が影響している可能性がある。
　そこで、本節では、JamesやLangeよりも後の時代
に、末梢から脳への求心性作用に着目した研究を簡
潔に紹介しておきたい4）。この種の求心性作用を重視
した心理学の学説としては、末梢活動の興奮によっ
て感情の強度が決まる一方で、その興奮に対して、
認知的にどのような解釈や説明を与えるかによって
感情の質、ないし内容が決まるという感情の二要因説
（Schacter & Singer, 1962）があった。この学説に
関連しては、DuttonとAron（1974）のつり橋の実験
が有名である。また、近年では、Damasioらが提唱し
たソマティックマーカー仮説（Bechara & Damasio, 
2005; Damasio, 1994）が注目されている。
　他方、求心性神経の損傷や電気刺激などに関連
した知見として、脊髄損傷患者の研究（Hohman, 
1966）から、脊髄を経由した求心性神経を部分的に
失った人たちでは、情動体験が比較的弱いものになる
ことが報告されている。また、比較的新しい研究では、
求心性作用を高めるために、迷走神経の電気刺激を
行ったときの扁桃体の神経活動の変化を調べた研究
（Hassert, Miyashita, & Williams, 2004）がある。
　こうした過去の研究成果からも、Jamesが着目した
末梢から脳への求心性作用は、感情の機能に関連し
て、重要な機能を有していると結論づけることができよ
う。

８. おわりに
　最後に、本論での議論の内容を簡潔にまとめておき
たい。Jamesの感情学説は、「泣くから悲しい」という一
般的な常識を逆転する文章表現を用いた、一見して
奇抜な学説として知られている一方で、実際には、当時
の最新の脳科学の知見を踏まえながら、感情体験に
関する詳細な内面的観察、すなわち内観の結果を合
理的に説明しようと試みており、当時まだ手が付けら
れていなかった感情の脳機能の問題を明らかにしよう
とする意欲的かつ挑戦的な取り組みであって、その後
の感情心理学や感情神経科学の歴史的な展開に大
きな影響を及ぼした。
　ここでの彼の功績としては、当時の脳科学の知見
を、緻密な内観と組み合わせることによって、感情体験
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が生起するメカニズムに関する精緻な学説を構築し、
感情の神経科学という新たな研究領域を切り開くきっ
かけを作ったことにあると言えるだろう。Jamesの学説
は、脳に感情の座、すなわち感情機能に特異的に関与
する中枢機構が存在しないことが前提となっていたも
のの、その後の脳科学の研究によって、扁桃体などの
大脳辺縁系の脳部位が感情機能に深く関与している
ことが明らかになった。そのため、Jamesの学説には、
科学的に否定された部分があったのは確かであるも
のの、その一方で、感情の主観的体験における末梢身
体器官からの求心性の神経活動の作用に関しては、
完全に否定されたわけではなく、むしろ、その役割の重
要性を指摘する研究者が少なくない。
　末梢身体器官から脳へのフィードバックの機能を
正確に理解することは、感情神経科学や感情心理学
の基礎的な理論の構築だけにとどまらず、臨床心理
学における意義も大きいと考える。例えば、リラクセー
ション技法の中にも、漸進的筋弛緩法（Jacobson, 
1925, 1938）や自律訓練法（佐々木, 1976; Schultz 
& Luthe, 1959）のように、身体活動を鎮静化させるこ
とを先行して実践し、その結果として精神的な鎮静化
やリラクセーションに至るものがある。われわれの感情
状態、特に不快な感情状態を適切に制御することがで
きれば、生活の質を高めていくことも可能となるであろ
う。
　筆者は、東日本大震災以後、上述のような技法を用
いながら、被災地においてストレス緩和や睡眠の改善
に向けた取り組みを行ってきた（佐藤, 2014）。こうし
た臨床心理学的取組みをいっそう効率的なものとで
きるように、感情神経科学や感情心理学の基礎研究
を並行して進めていくことが重要である。このような心
理学領域ではまさに、基礎研究と応用研究とを同時に
進めることが求められている5）。

注
1）	 本論は、北米神経科学学会（Soc i e t y  f o r …

N e u r o s c i e n c e）の学術大会（G l o b a l 
Connectome,2021年１月13日,ウェブ開催）に
てポスター発表を行った内容の一部に加筆し
たものである。なお,本論の執筆にあたっては、
JSPS科学研究費の助成を受けた（JP24530917, 
JP18K03182）。

2）	この種の感情は,後年の著書（James, 1890）の中
では、「粗大情動」（coarser emotion）という別な

名称で呼ばれている。
3）	 JamesやLangeの学説と、それ以後のCannonなど

の学説との関係性については、別な機会に議論す
ることとしたい。

4）	 感情と、末梢から脳への求心性作用との関連につ
いても、別な機会に論じることとしたい。

5）	このことに関連して、筆者の恩師の一人である丸山
欣哉先生（東北大学名誉教授）が、「基礎と応用の
二本立て」が大事であると、筆者に繰り返し教えて
くださっていた。
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